２　墳丘と外部設備
墳　丘　　　　　　　　全長８８メートル（推定復元１１０メートル）後円部の径５８メートル、高さ１０メートル、前方部の巾３５メートル、高さ６メートル、主軸は東西で、前方部を西に向ける巨大な前方後円墳である。現在は封土が全部廿世紀梨の畑になっている。後円部頂上には果樹園に管理小屋が立っていて、その南に用水槽が設けられているが、以前は全体が数十年生の松林におおわれていたり、戦時中には甘藷畑として開墾されていた。
前方部の変形　　　　　前方部は長さ２０メートルばかり削りとられていると推定されるが、これは幕末に鳥取藩によって、橋津藩倉を守るための海防として、橋津お台場（砲台）の建設用に採土されたものであると伝えられている。いまでもお台場の土の中からハニワの破片があらわれることがある。前方部の北側面も長さ１０メートルほどえぐり取られ、垂直な土の断崖の下は一段低い畑になっている。しかし、南方１４号墳からみると後円部は高く前方の低いEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○○),古式)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○○),古墳)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○),の)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○○○),美しい)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○),姿)をのこしている。ただ前方部が短く感ずるのは前にいう幕末の削り取りの結果であろう。
　　　　　　　　　　　この古墳は尾根一ぱいに土盛りしており、１段に築かれている。封土は赤土をもり上げており、ほとんど地上から１０メートル近くもっているから大工事であり、相当長い日時と多数の労働力が集中されたことが察せられる。

葺　石　　　　　　　　封土のほとんど前面にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ふき),葺)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いし),石)がふかれていたと推定されるが、甘藷畑や果樹園に開墾されるとき堀りとられて古墳の東南隅につみ重ねられたり、埋められ、あるいは外に運ばれたりしている。残ったものをみると、堅穴式石室や、箱式棺に使ったものと同じ板状のヘギ石を割り砕いて敷きならべていたらしく、この石材は馬ノ山に近い御冠山群や、馬ノ山の麓に産出するからそこから運搬したものであろう。
形　式　　　　　　　　最後にはなはだ飛躍した意見であるが、この４号墳のように塚を宏大にし、後円部に前方部のつくり出をそえた意味は、大和の佐味田出土の家屋文鏡に、高殿の前に露台をとりつけていることから推して、後円部を高殿とすれば、前方部はすなわち右の露台に当たる意味でつくり出されたものではあるまいか。こう考えてはじめて前方後円型のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なぞ),謎)がとけるような気がする。（日本考古学講座５、Ｐ１１よりヒントをえて）
円筒ハニワ　　　　　　円筒ハニワも肉の厚い大型のものが使われているが、配列のようすははっきりしない。ただ後円部の後には相当あったらしく、開墾の時破片を集めて埋められた量は、おびただしいといわれ
円筒ハニワの人物　　る。前方部の削り取られた部分にあったと思われる円筒ハニワには、図に示すようなヘラ描の人物、しかも、２人の略画が胴にかかれたものが谷田コレクションにあるが、これは稀な原始絵画で、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(やまと),大和)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(から),唐)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こ),古)の弥生文化遺跡から出土した土器面に描かれた魚漁図につぐ原始的ユニアンスのあるものである。
２体の人物の解明　　　この２体の人物のうち、上部の分は直刀を腰に帯びた男子像で、下部の分は頭に２枚の鳥の羽根をさし、両手を右方に振り曲げて踊っている姿を描いている。男子は豪族に仕える武人であろうし、女子は同じく豪族にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ゆかり),縁)のあるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みこ),女巫)であろう。この時代にはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(や),耶)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ま),馬)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(と),台)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひみこ),卑弥呼)のように、１国の首長自身でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じゅふ),呪巫)を行なう神秘人であり、神おろしでもあった。またEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(めかんなぎ),女巫)（神にいつき仕え、神楽を奏して神慮をなだめ、また、神慮を伺い、神おろしなどする女の人）として首長につかえるものも多勢あったらしい。出雲のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひのかわ),簸川)郡の古墳の石棺内壁にも、羽根を頭にかざりつけた人物画のあったことが、高橋健自の著書で見たことがあり、ふしぎに思っていたが、民俗学の方で琉球のノロ（のろい、神おろし、かんなぎの意味の琉球語であろう）に勾玉をくびにかけ、羽根をさしている風習が残っていることを知ったので、馬ノ山古墳のハニワ絵も、遠い昔のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(めかんなぎ),女巫)の姿であることをたしかめた。
ハニワの意義　　　　　そこで、この馬ノ山の円筒ハニワに描かれた絵画が何であろうとも、これによって、円筒ハニワの意義・始原・ひいてはハニワの問題にまでつながるものであって、これが古墳に埋められ、前方部にあったということは見過してはならない重要なことがらである。（くわしくはいえないが、円筒ハニワこそ古典にいうハニワそのもので、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じゅん),殉)死にかえるために封土に埋めたとされ、人物の略画を示すではあるまいかと私達は推定したい）円筒ハニワにも朝顔形のもので、窓に円・三角・四角のものをもっているものがあり、壺形、家形の形象ハニワもあった。
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